
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
   
 

学 校 名 岐阜県立海津明誠高等学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月１日（金）午前９時３０分～午後３時１５分 

実 施 概 要 
  

 学校公開 

 ・地域住民・保護者対象の公開講座の実施 

 ・授業公開 

 ・大学講義体験講座の参観 

   
実 施 内 容 

 
 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業  レその他 

 公開の方法 
  レ授業公開 □成果発表 レ交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者             ４   人  
    計      ３１   人 

地域関係者            ２７  人 

実 施 状 況 
 

 学校公開日 

  第２限～第６限 学校公開 ：すべての授業及び学校施設を公開 

                来校者は自由に校内を見学 

  第３限     公開講座１：「脳トレ！都道府県ジグソーパズル」 

  第４限     公開講座２：調理実習「秋の味覚ランチ」 

                生活福祉科の生徒が補助員として参加 

  第５、６限   高大連携講座「学び塾」（１年生）への参観 

成果及び課題 
  

   

（成果） 

 ・授業公開及び校内見学を通して、地域の方や保護者の方に、生徒や本 

校の様子を知っていただくことができた。 

 ・公開講座については、参加者には好評で、満足していただくことがで 

きた。 

 ・アンケート（感想）から 

  「生徒さんのあいさつ、学ぶ姿勢がとてもよかったです。もう一度高 

校生活に戻りたくなりました。ありがとうございました。」 

  「本日は参加させていただきありがとうございました。大変勉強にな 

りました。海津明誠高等学校の今後の活躍に期待します。」 

「落ち着いて授業を受けていたと思います。いっぱい学んでほしいで 

す。」 

  「秋の味覚ランチ、とてもおいしかったです。」 

     

（課題） 

 ・学校公開日については、保護者に案内文書配布及びメール配信、地域 

にもチラシを配布するなどのＰＲを行っているが、来校者は多くない。 

  地域の学校として根付いており、本校について日頃から十分知ってい 

ただいている結果の表れと考える。今後は、参加者に好評をいただい 

ている公開講座のＰＲ方法を検討したい。 
 
  


